
みなさんは資源というと何を連想しますか？ものを作るための
材料であったり、燃料であったり、あるいは食料などが頭に浮か
ぶことでしょう。私たちは少し違った形で資源を捉えていて、過
去から現代まで地域で受け継がれているもの全てを地域資源
と考えます。例えば風習、芸能、文化財、遺跡といった言葉で表
現できます。残念なことに、これらは都会発信のエンターテイメ
ントの陰に、地域でも忘却されようとしていますが、これを活用
しない手はありません。きっとそれらがみなさんにも、そして地
域の人々にも知識や癒やし、生きがいを与えてくれることでしょ
う。教室に閉じこもることなく、自分の脚で地域資源を探究し、
活用し、その喜びを地域の人 と々分かちあいましょう。

村上 恭通

［学問領域］ 人文学系
［専門分野］ 考古学
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フィールドワークから学ぶ
地域の魅力
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私は商業高校出身で、大学に入るまで農業とは無縁の生
活をしていました。そんな私が農業に興味を持つきっかけ
になったのは高校の部活動で、松山産アボカドの普及活
動を行ったことです。具体的には、「いいものができても売
れず、経営がうまくいかない」という生産者の声を聞き、ど
うすれば消費者に生産者の気持ち・苦労が伝わるかを考
えるようになったからです。そんなときに農業の基礎を学
び、それを社会に活かす社会共創学部の地域資源マネジ
メント学科（農山漁村マネジメントコース）を知り、進学を
決意しました。
とはいえ商業高校出身だった私は、進学が決まった後も知
らない世界に踏み出すことが不安でした。
しかし実際にフィールドに出ると、農業の厳しさ、生産者・
地域住民の優しさに触れ合う機会が多くありました。そし
て何度もフィールドに足を運ぶうちに不安だったことを忘
れ、よりいっそう地域の魅力に気づくようになりました。
地域資源マネジメント学科は、私の所属する農山漁村マネ
ジメントコースのほかに、文化資源マネジメントコース、ス
ポーツ健康マネジメントコースの3コースがあります。まっ
たく違った視点から「地域資源とはなにか」を学ぶ講義を
受講し、幅広い視野で物事を捉えることが重要だと知りま
した。
こうした講義で物事の捉え方や思考力を身に付け、フィー
ルドでは専門書にない現場での気づきを学ぶ機会が多く
あります。
知らない世界に踏み出すことは勇気がいります。ですが、
思い切って飛び込むと、思いもよらない成長を実感するこ
とができます。

明石 紗和
2019年度入学  松山商業高等学校 出身［愛媛］

地域資源マネジメント学科
農山漁村マネジメントコース
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◎時間割（2年次後学期 Dさん〔スポーツ健康マネジメントコース〕の場合）

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

授業紹介

担当教員／山藤篤、寺谷亮司、村上恭通、山中亮

地域は多面的な性格を持っています。そのため、地域問題を考える際に
も、多面的な視点が必要となります。この授業では、「農山漁村領域」、

「文化資源領域」、「スポーツ健康領域」の各領域の視点から、地域に存
在する様々な資源の評価・活用に関する知識や地域の課題解決の方法
を論理的に学びます。また、地域の多様性や独自性を踏まえた上で、各
領域での具体的な取り組み事例などから地域の現状をとらえ、より良い
状態を実現するための視点を学んでいきます。

地域マネジメント論

2年次 専門力育成科目群

担当教員／山中亮

この授業では、地域スポーツ（スポーツ団体、シニア愛好家チーム、総
合型地域スポーツクラブなど）の活動を取り上げ、成功事例・失敗事例
から学び、運営方法や活動内容の概略を理解するとともに、論理的思
考能力や表現能力を身に付けることを目的としています。具体的には、
愛媛大学総合型地域スポーツクラブの各種教室運営、スポーツ教室の
マネジメントやスポーツクラブの経営方法を体感します。現場での貴重
な経験から、地域の課題を解決に導く糸口を身に付けていきます。

地域スポーツ演習Ⅰ

3年次 専門力育成科目群

担当教員／井口梓

観光まちづくりとは、地域が主体となって自然、文化、歴史、産業、人材など、
地域のあらゆる資源を活かすことによって地域内外の交流を促進し、
活力あるまちを実現していく活動です。そのため、地域の固有性、多様
性が観光客にとって異なる地域で触れる「非日常性」（観光対象として
の魅力）であり、観光地におけるまちづくりと観光の持続的な発展が重
要となります。この授業では、観光をまちづくりの視点（文化資源管理、
地域イメージ、リビング・ヘリテージ、スポーツツーリズム、農村観光、文化
観光）から学びます。

観光地形成論

2年次 専門力育成科目群

担当教員／山藤篤

農山漁村において起業する場合、多種多様な起業のあり方が存在して
います。本講義では、農業分野における「新規就農」をキーワードに新
規就農する際に直面している問題に対して行政・農協・関係団体等がど
のような支援や対応を行っているか、また、新規就農者は何を必要とし
ているかについて、例えば「農業法人から独立する場合」、「産地維持を
目指す農業者グループの取り組み」、「中山間地域の農村維持」などと
いったケーススタディを通して学びます。この学びから「起業」の意義を
自ら考え、支援を受ける側・支援する側のマッチングについて考えます。

農業起業論

3年次 専門力育成科目群

［ 農山漁村マネジメントコース ］
◎ 資源自給に基づく地域社会の再構築
◎ 農産物直売所を核とした地域活性化の新展開
◎ 花卉産業の需給変化と産地再編
◎ 農林漁業における担い手に関する研究

［ 文化資源マネジメントコース ］
◎ 瀬戸内における塩田遺産の保存・利活用
◎ 伝統的飲食文化の活用を通じた地域振興
◎ 風土を活かした観光まちづくり・観光情報発信
◎ 伝統文化の保存・継承と連動したエコツーリズムの可能性

［ スポーツ健康マネジメントコース ］
◎ 成人の健康と姿勢に関する研究
◎ 地域に健康と活力をとどけるイベント企画実践研究
◎ スポーツデータ分析研究
◎ 「スポーツ・身体活動」が「○○」に良いと主張するための
　 疫学的研究

その他の授業も紹介中！
詳しくはWEBをチェック！

その他の教員も紹介中！
詳しくはWEBをチェック！

4
年
次

3
年
次

2
年
次

1
年
次

実
践
と
講
義
が
連
動

社会共創力

学位認定科目群

社会共創演習Ⅰ・Ⅱ／自由課題研究／卒業研究

知識を統合的に活用する力

専門力育成科目群

農山漁村調査演習（農）／農林漁業団体論（農）／農業構造論（農）／農山漁村
と世界の未来（農）／農山漁村の国際比較（農）／都市景観論演習Ⅰ・Ⅱ（文）／
観光文化論演習Ⅰ・Ⅱ（文）／地域構想論演習Ⅰ・Ⅱ（文）／文化遺産論演習Ⅰ・
Ⅱ（文）／文化資源活用論演習Ⅰ・Ⅱ（文）／身体活動と公衆衛生（ス）／地域
スポーツ演習Ⅰ・Ⅱ（ス）／スポーツと社会（ス）／スポーツ健康生理学演習Ⅰ・
Ⅱ（ス）／スポーツ健康情報学演習Ⅰ・Ⅱ（ス）／スポーツプロモーション演習
Ⅰ・Ⅱ（ス）／身体活動マネジメント演習Ⅰ・Ⅱ（ス）

課題 解決提言力・
調整力・マネジメント力

実践力育成科目群

プロジェクト応用演習

活用力と課題の解決力

観光地形成論／地域健康づくり論／地域の暮らしと文化／文化まちづくり論／
新規就農と地域／農山漁村概論・展開編Ⅰ・Ⅱ（農）／地元学（農）／水産経済論

（農）／農山漁村社会学（農）／環境文化論（文）／都市景観論（文）／文化遺産
論Ⅰ・Ⅱ（文）／歴史文化論（文）／文化資源活用論（文）／観光文化論（文）／観
光コミュニケーション論（文）／国際比較観光論（文）／地域分析論（文）／地域
構想論（文）／スポーツ健康生理学（ス）／スポーツ健康情報処理演習（ス）／
健康医学論（ス）／身体活動疫学（ス）

基礎 知識

地域資源融合論／地域マネジメント論／生涯スポーツ概論／地域活性化
論／農山漁村論／農山漁村概論・基礎編（農）／水産社会学（農）／森林・
林業概論（農）／文化資源マネジメント論（文）／スポーツ指導演習（ス）／
救急処置（ス）／スポーツ健康マネジメント概論Ⅰ・Ⅱ（ス）

自己デザイン

海 外フィー
ルド実習Ⅰ・
Ⅱ／海外イン
ターン シッ
プ
他学科科目
他学部科目

現場対応力

地域連携実
習Ⅰ・Ⅱ（農）
／農山漁村
実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

（農）

学士基礎 力

新入生セミナー
A・B／社会力入
門／愛媛学など

学際的視点

課題 解決思考力育成科目群

持続可能性科学／地域社会論／質的データの収集
と分析／社会心理学／地域経済学／データサイエ
ンス／統計学／トランスディシプリナリー科学概論

社会共創の基礎的知識

基礎 力育成科目群 共通教育科目

社会共創学概論／経営
入門／リーダーシップ入門

課題 解決立案力

プロジェクト実践演習

就業力

インターンシップ実
践・応用／海外コミュ
ニティ活動実践（農）
／農山漁村資源管理
実践（農）／農山漁村
課題研究（農）／文化
資源論Ⅰ・Ⅱ（文）／ス
ポーツ・ヘルスプロ
モーション実践（ス）
／スポーツ・健康マネ
ジメント実践（ス）

課題 原因究明力

プロジェクト基礎演習

就業イメージ形成・
自己課題認識力

インターンシップ入門

協働基礎 力・コミュ
ニケーション能力

フィールド実習

主体性・現地調査力

フィールド基礎実習

フィールドワークの
ためのスキルと態度

フィールドワーク入門

※農山漁村マネジメントコースは（農）、文化資源マネジメントコースは（文）、
スポーツ健康マネジメントコースは（ス）で表記しております。
※2021年4月以降入学者のカリキュラムとなっております。

（2019年度時点の時間割）
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